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６．検討会の設置 

 上記の２～５の整理・検討について、有識者からなる検討会を設置（計５回）し、意見等

を聴取した。 

 

（１）検討会開催の目的 

 地球温暖化対策のために排出の抑制や代替化を測ることが重要であるフロン類等（代替フ

ロン等３ガス（HFC、PFC、SF6）、CFC及びHCFC、NF3等）に関して、特に業務用冷

凍・冷蔵・空調機器分野における排出抑制の徹底等を促進するための手法を中心に、その効

果や実施における課題などを整理・検討することを目的に、「平成22年度 フロン類等対策手

法に関する検討会」を開催した。 

 

（２）検討会開催の日時、場所、出席者 

 検討会の開催日時は平成22年11月から平成23年3月であり、計5回、開催した。 

 検討会の委員名簿を表6-1に示す。 

 

第１回検討会：平成22年11月1日（月） 

・本検討会の進め方 

・使用時排出対策の現状及び課題 

・排出抑制のための手法検討 

・第一種フロン類回収業者等に関する実態把握調査について 

・フリーディスカッション 

 

第２回検討会：平成22年12月20日（月） 

・前回議事要旨の確認 

・冷媒フロンの排出経路について 

・排出抑制対策とその効果について 

・フロン類の排出抑制に係る費用負担について 

 

第３回検討会：平成23年1月25日（火） 

・前回議事要旨の確認 

・第一種フロン類回収業者等に関する実態把握調査（報告） 

・個別施策の具体像について：機器の所在把握（登録など） 

・個別施策の具体像について：点検の実施 

・個別施策の具体像について：機器の点検・冷媒に関する履歴の記録・保存 

・フッ素系物質の代替製品等の普及加速化の検討 

 

第４回検討会：平成23年2月16日（水） 

・前回議事要旨の確認 
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・個別施策の具体像について：回収基準の強化 

・個別施策の具体像について：回収業者の技術力担保（登録要件の強化） 

・個別施策の具体像について：費用負担の在り方 

 

第５回検討会：平成23年3月10日（木） 

・前回議事要旨の確認 

・個別施策の具体像について：再利用等の促進について 

・個別施策の具体像について：経済的手法について 

・報告事項 

・フロン類等対策手法の検討成果について 
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表6-1 平成22年度 フロン類等対策手法に関する検討会 委員名簿 

（敬称略，五十音順） 

 所属・役職 備 考 

石井 進 社団法人日本冷凍空調設備工業連合会 担当部長  

出野政雄 社団法人全国解体工事業団体連合会 事務局長  

奥 真美 首都大学東京 都市教養学部 教授  

瀬下 裕 社団法人日本冷凍空調工業会 技術部長  

西薗 大実 群馬大学 教育学部 教授 座長 

花岡 達也 
独立行政法人国立環境研究所 地球環境研究センター 

 温暖化対策評価研究室 主任研究員 
 

飛原 英治 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授  

松野 裕 明治大学 経営学部 教授  

桃井貴子 ＮＰＯ法人気候ネットワーク  

米谷秀子 鹿島建設株式会社 安全環境部次長 兼 施工環境課長  

 

 

 

 

 

 


